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十二一「＋

の
　
貧
窮
（
グ
リ
フ
ィ
ス
、
写
墓
が
い
る
。

ふ
　
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
今
か
ら
一
五
〇
年
以
上

÷
器
楽
㌍
強
彊
漂

い
教
師
と
し
て
教
育
活
動
に
尽
力
す
る
一

方
、
明
治
維
新
期
の
日
本
を
体
験
し
、
観

察
し
て
、
日
本
研
究
に
も
力
を
注
い
だ
。

帰
国
後
は
牧
師
に
な
っ
た
が
、
日
本
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
研
究
を
生
涯
続
け

一
顕
の
態
闇

、

、
わ
れ
わ
れ
は
鹸
史
と
伝
統
を
的
毒
し
、
＝
本
に
ふ
と
ら

し
い
中
日
な
敦
腎
を
掘
進
す
る

、
わ
れ
わ
れ
は
教
養
と
品
位
の
向
－
に
っ
と
め
、
互
具
現
愛

の
細
神
と
と
も
に
、
明
る
／
、
細
枠
を
教
育
を
棚
修
す
る
。

、
わ
れ
わ
れ
は
魅
入
の
ロ
ー
尊
厳
を
輯
血
し
っ
つ
、
敢
′
桶

的
申
立
看
）
屈
砕
‘
I
L
、
＋
休
小
田
を
板
白
星
す
る

巻
頭
言

W
。
E
”
グ
リ
フ
ィ
ス
の
観
た

明
治
の
「
皇
国
」
日
本

後
藤
実
生

明
治
の
日
本
の
た
め

に
尽
力
し
た
お
雇
い
外

国
人
が
数
多
く
い
た
中

に
、
董
室
「
由
］
］
さ
．
t

た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
”
T
F
①

蚕
d
O
‘
S
閣
B
p
巳
の
　
皇
国
”
（
以
下
『
皇

国
』
）
を
出
版
し
た
後
、
日
本
に
関
す
る
著

述
や
講
演
を
箱
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
多

作
な
知
日
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
回
は
、
彼
の
代
表
的
な
著
作
な
ど
を
結

き
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
観
た
明
治
の
日
本
や

日
本
人
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
一
八
四
三
年
（
天
保

十
四
年
）
　
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
市
で
生
ま
れ
、
ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
学
に

入
学
す
る
。
彼
は
在
学
中
の
頃
か
ら
、
グ

ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
や
大
学
で
、
日
本
人
脅

学
生
に
英
語
、
化
学
、
物
理
な
ど
を
教
え

て
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
日
本
人
は
、

横
井
小
柄
の
甥
や
福
井
藩
士
の
日
下
部
太

郎
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
縁
が
一
つ
の
き
っ

か
け
と
な
り
、
彼
は
お
雇
い
教
師
と
し
て

福
井
藩
に
招
増
さ
れ
、
明
治
三
年
に
来
日
。

福
井
藩
の
藩
校
や
大
学
高
校
（
後
の
東
京

大
学
）
　
で
教
鞭
を
執
り
、
同
七
年
に
帰
国

し
て
い
る
。
廃
藩
置
県
の
前
後
、
グ
リ
フ

ィ
ス
が
当
時
一
流
の
日
本
人
の
知
遇
を
得

て
日
本
の
歴
史
を
知
り
、
各
地
の
実
情
を

見
聞
し
た
こ
と
や
、
明
治
天
皇
に
拝
謁
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
滞
在
当
時
か
ら
、

日
本
人
の
学
者
や
学
生
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
日
本
の
研
究
に
着
手
し
、
将
来
の
著

述
の
た
め
に
準
備
を
行
っ
た
。
彼
が
帰
国

の
前
後
に
書
き
留
め
た
も
の
を
一
冊
の
大

著
に
ま

と
め
上

げ
た
の

が
、
十

二
版
ま

で
改
訂

を
続
け
た
主
著
『
皇
国
』
で
あ
る
。
グ
リ

フ
ィ
ス
は
「
日
本
の
よ
き
通
訳
者
た
ら
ん
」

と
決
意
し
、
帰
国
後
、
生
涯
に
わ
た
り
、

欧
米
諸
国
に
対
し
て
日
本
を
紹
介
す
る
著

述
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
。

こ
の
『
皇
国
』
は
二
部
構
成
で
、
第
一

部
は
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
、
第
二
部
は

日
本
に
お
け
る
グ
リ
フ
ィ
ス
の
体
験
や
観

察
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の

背
表
紙
に
は
、
「
萱
の
豊
臣
a
d
O
‘
S

申
B
p
岳
」
と
い
う
英
語
の
書
名
と
共
に
、

漢
字
で
「
皇
国
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
、
彼
が
日
本
と
い
う
国
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
た
か
が
、
よ
く
表
れ
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
言
う
÷
こ
の
国
の
人
た

ち
と
の
八
年
間
の
生
き
生
き
と
し
た
接
触

を
通
し
て
、
私
は
そ
の
言
葉
、
書
物
、
習

慣
か
ら
、
日
本
人
と
の
清
神
的
な
相
違
を

見
定
め
、
日
本
人
の
思
想
、
感
情
を
知
る

こ
と
に
努
め
て
き
た
」
と
。
彼
は
こ
の
よ

う
な
考
え
方
で
、
彪
大
な
資
料
を
用
い
、

個
人
的
な
体
験
や
観
察
、
研
究
に
基
づ
い

て
、
「
偏
見
な
し
に
好
意
を
持
っ
て
、
大
日

本
の
現
在
と
過
去
を
探
知
す
る
」
　
こ
と
に

努
め
、
「
こ
の
本
を
家
の
書
斎
で
は
な
く
、

主
に
皇
国
の
土
の
上
で
書
い
た
」
。
す
な
わ

ち
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
探
求
し
、
明

治
の
日
本
の
姿
を
観
た
上
で
、
日
本
は

「
T
h
の
重
き
‘
S
田
富
p
巳
里
、
「
皇
国
」

で
あ
る
と
三
一
日
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
他
の
著
作
の
う
ち
、
注

目
す
べ
き
は
、
″
T
訂
霞
a
d
O
”
で
あ
る
。

明
治
天
皇
の
崩
御
後
、
大
正
三
年
（
一
九

一
五
）
に
出
版
さ
れ
た
本
書
は
、
日
本
の

歴
史
や
明
治
の
日
本
、
明
治
天
皇
に
関
す

る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス

の
見
解
が
率
直
に
書
か
れ
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
本
書
で
、
明
治
天
皇
が

日
本
の
「
真
の
統
治
者
」
で
あ
り
、
「
国
事

を
双
肩
に
担
い
、
休
み
な
く
勤
勉
な
生
涯

を
送
っ
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
明
治
天

皇
に
何
度
か
謁
見
を
賜
り
、
研
究
を
重
ね

た
結
果
、
「
現
代
に
お
け
る
真
に
偉
大
な

人
々
の
一
人
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
彼
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
日
本
は

現
在
の
ご
と
く
に
、
ま
た
世
界
が
今
日
認

め
て
い
る
ご
と
く
に
、
決
し
て
な
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
、
敬
愛
の
念
を
も
っ

て
書
き
綴
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
著
作
の
中
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス

は
他
に
も
、
日
本
の
多
様
な
側
面
、
政
治
、

教
育
、
宗
教
、
言
語
、
民
話
、
風
習
な
ど

を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
書
、

旅
行
記
、
随
筆
、
研
究
書
の
性
格
を
持
ち
、

比
較
文
化
的
な
視
点
が
随
所
に
見
ら
れ
、

興
味
深
い
。

本
講
座
で
は
、
そ
の
一
端
も
紹
介
し
た

上
で
、
日
本
学
的
な
考
察
を
加
え
た
い
。
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同
日
閏

天
皇
の
御
塞
青
に
貢
献
し
た

岐
阜
出
身
の
丸
尾
錦
作
先
生

京

都

産

業

大

学

名

誉

教

授

　

所

　

功

「
帝
王
学
」
の
多
様
な
在
り
方

こ
の
二
月
二
十
三
日
、
今
上
陛
下
は
満

六
十
五
歳
の
お
誕
生
日
を
健
や
か
に
迎
え

ら
れ
た
。
国
民
の
一
人
と
し
て
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
。

た
だ
、
古
代
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
当

代
一
流
の
碩
学
（
せ
き
が
く
）
に
よ
る
継

続
的
な
「
帝
王
学
」
は
、
戦
後
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
補
う
た
め
、

今
上
陛
下
は
学
習
院
中
高
等
科
生
の
頃
か

ら
上
皇
陛
下
の
ご
意
向
に
よ
り
、
東
宮
御

所
へ
専
門
家
を
招
き
「
皇
室
の
歴
史
」
な

ど
を
受
講
し
て
来
ら
れ
た
。

と
は
い
え
、
戦
前
ま
で
の
よ
う
な
皇
子

た
ち
に
対
す
る
ご
幼
少
期
か
ら
の
特
別
な

教
育
は
、
絶
え
て
久
し
い
こ
と
を
、
今
あ

ら
た
め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
往
事
の
実
例
を
具
体
的

に
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
思

い
立
っ
て
宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』

（
既
刊
）
を
丹
念
に
読
み
返
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
知
り
え
た
注
目
す
べ
き

人
物
は
、
大
正
天
皇
と
昭
和
天
皇
の
ご
幼

少
期
に
御
養
育
掛
の
責
任
者
と
し
て
献
身

し
た
丸
尾
錦
作
先
生
に
ほ
か
な
ら
な
い

（
以
下
敬
称
を
略
し
「
丸
尾
」
と
記
す
）
。

丸
尾
錦
作
の
懸
命
な
刻
苦
勉
励

丸
尾
錦
作
（
一
八
五
六
～
一
九
二
五
）

に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
に
も
、

か
な
り
詳
し
い
記
事
が
出
て
い
る
。
そ
の

大
半
は
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

出
身
地
の
岐
阜
市
加
納
町
有
志
た
ち
が
、

顕
彰
碑
を
建
立
す
る
際
に
作
ら
れ
た
記
念

冊
子
『
澄
心
』
所
載
の
　
「
自
叙
伝
」
に
依

る
所
が
大
き
い
。

こ
の
冊
子
を
橋
本
秀
雄
氏
が
岐
阜
市
立

図
書
館
で
見
付
け
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
送
っ

て
下
さ
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
　
「
自
叙
伝
」

と
遺
族
関
係
者
の
記
述
か
ら
、
丸
尾
の
主

要
な
事
績
を
紹
介
さ
せ
て
頂
こ
う
。

丸
尾
の
父
広
重
は
、
加
納
藩
の
下
級
武

士
（
三
百
石
取
り
）
、
母
時
子
は
同
藩
士
枝

村
三
四
蔵
（
み
よ
ぞ
う
）
　
の
次
女
で
、
そ

の
間
に
安
政
三
年
（
一
八
五
八
）
四
月
、

長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
数
え
八
歳
こ
ろ
、

母
上
よ
り
「
百
人
一
首
」
や
「
い
ろ
は
」

の
手
習
い
　
（
習
字
）
を
教
え
ら
れ
、
十
二

歳
こ
ろ
か
ら
藩
学
の
憲
章
館
で
読
書
、
講

武
所
で
剣
術
を
修
め
、
儒
者
の
三
宅
在
平

か
ら
漢
学
・
皇
学
を
学
ん
で
い
る
。

や
が
て
、
慶
応
四
年
＝
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
十
三
歳
こ
ろ
、
藩
の
奉
行
吟
味

方
で
給
仕
と
し
て
勤
め
な
が
ら
、
文
学
で

身
を
立
て
よ
う
と
し
た
。
同
五
年
の
学
制

頒
布
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
加
納
町
の
小
学

校
で
助
手
と
な
り
、
大
垣
に
開
校
さ
れ
た

師
範
学
校
で
修
学
し
、
十
八
歳
か
ら
三
年

間
、
加
納
成
物
小
学
校
の
教
員
を
勤
め
た
。

し
か
も
、
同
十
年
（
一
八
七
七
）
節
約

の
た
め
徒
歩
で
上
京
し
、
千
代
田
学
校
の

教
員
を
し
な
が
ら
、
性
慎
義
塾
で
英
語
と

数
学
を
修
め
東
京
師
範
学
校
に
入
り
、
三

年
間
首
席
で
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
刻
苦
勉
励
が
実
り
、
同
十

四
年
（
一
八
八
一
）
　
「
華
族
学
校
」
　
（
学
習

院
）
　
の
助
教
授
に
採
用
さ
れ
、
寄
宿
舎
の

温
習
教
師
と
学
生
藍
も
兼
ね
、
「
生
徒
の
修

養
に
努
力
し
‥
・
品
性
陶
冶
（
と
う
や
）

に
尽
力
し
た
」
。
し
か
も
五
年
後
（
十
九
年
）

二
十
三
歳
で
九
州
の
旧
松
浦
藩
校
地
に
開

設
さ
れ
た
猶
興
館
中
学
へ
招
か
れ
、
三
年

間
斬
新
な
教
育
に
専
念
し
て
い
る
。

皇
子
嘉
仁
親
王
（
大
正
天
皇
）
　
の
御
養
育

つ
い
で
、
同
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

三
十
一
歳
で
学
習
院
へ
教
授
と
し
て
呼
び

戻
さ
れ
、
皇
太
子
明
宮
　
（
は
る
の
み
や
）

（
大
正
天
皇
）
　
の
御
用
掛
を
仰
せ
付
け
ら

れ
た
。
前
任
の
湯
本
武
比
古
が
皇
族
に
関

す
る
教
育
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
に
出

た
後
任
で
あ
る
。

大
正
天
皇
（
明
宮
嘉
仁
親
王
）
　
は
、
明

治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
八
月
三
十
一
日
、

天
皇
（
2
7
）
と
権
典
侍
柳
原
愛
子
（
な
る

こ
）
　
（
空
と
の
間
に
誕
生
さ
れ
た
が
、

幼
少
時
か
ら
ご
病
弱
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
青
山
の
御
所
内
の
御
学
問

所
で
個
人
指
導
を
受
け
て
か
ら
、
学
習
院

初
等
科
に
入
ら
れ
た
が
、
中
等
科
一
年
で

退
学
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
皇
子
が
生

後
ま
も
な
く
天
逝
さ
れ
て
い
た
の
で
、
唯

一
の
　
「
男
系
男
子
」
と
し
て
、
十
一
歳
で

皇
太
子
に
定
め
ら
れ
た
。

そ
の
御
養
育
に
は
、
ご
健
康
の
回
復
と

仁
徳
の
修
行
を
、
東
宮
御
所
な
ど
で
注
意

深
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

大
任
を
担
っ
た
の
が
、
小
中
教
育
の
現
場

経
験
が
豊
か
な
壮
年
の
丸
尾
で
あ
る
。

こ
の
丸
尾
が
ど
の
よ
う
に
御
養
育
役
を

果
た
し
て
い
た
か
は
、
彼
が
大
正
年
間
に

書
い
た
「
自
叙
伝
」
に
、
嘉
仁
親
王
の
立

太
子
後
「
夏
冬
の
間
は
、
多
く
熱
海
又
は

三
保
清
見
寺
等
に
御
旅
行
あ
り
、
同
地
に

在
り
て
御
教
授
申
し
上
ぐ
。
」
　
「
先
帝
陛
下

（
明
治
天
皇
）
　
の
教
育
に
関
す
る
御
留
意

は
・
・
“
余
の
御
教
育
掛
拝
命
に
際
し
て

も
、
特
に
皇
太
子
の
御
教
育
に
関
し
て
は

元
田
永
寧
（
明
治
二
十
四
年
一
月
逝
去
）

に
聞
き
正
せ
と
の
御
言
葉
あ
り
、
時
々
同

氏
に
御
教
育
に
関
し
て
相
談
せ
り
。
‥
・
」

と
記
す
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
実
際
に
は
相
当
厳
し
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
前
掲
『
澄
心
』
所
載
の

六
男
令
策
氏
（
杉
浦
家
に
養
子
）
寄
稿
文

「
父
を
偲
び
て
」
に
、
「
父
は
立
里
心
極
め
て

強
固
・
・
・
厳
格
な
態
度
で
事
に
臨
ん
で

い
た
」
一
例
と
し
て
、
「
大
正
天
皇
が
東
宮

（
皇
太
子
）
時
代
、
父
の
出
し
た
宿
題
が

馬
術
稽
古
の
た
め
出
来
な
か
っ
た
言
い
訳

を
、
自
筆
で
お
書
き
に
な
っ
た
親
書
（
直

筆
）
が
「
今
も
家
宝
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
」
と
み
え
る
。
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皇
孫
裕
仁
親
王
御
養
育
掛
兆
の
実
績

ご
病
弱
な
少
年
皇
太
子
は
、
こ
の
丸
尾

だ
け
で
な
く
、
明
治
三
十
一
年
（
一
九
八

九
）
か
ら
「
東
宮
賓
友
（
ひ
ん
ゆ
う
）
」
に

任
じ
ら
れ
た
有
栖
川
宮
十
代
威
仁
親
王

（
一
八
六
二
～
一
九
二
二
）
　
の
努
力
も
あ

っ
て
、
段
々
と
健
康
に
な
ら
れ
た
。

お
か
げ
で
、
同
三
十
三
年
五
月
、
九
条

節
子
（
さ
だ
こ
）
（
道
孝
公
爵
四
女
）
と
結

婚
さ
れ
て
、
翌
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

四
月
二
十
九
日
に
第
一
皇
子
裕
仁
（
ひ
ろ

ひ
と
）
親
王
、
翌
三
十
五
年
六
月
二
十
五

日
、
第
二
皇
子
舜
仁
（
や
す
ひ
と
）
親
王

を
儲
け
て
お
ら
れ
る
（
同
三
十
八
年
一
月

に
宣
仁
（
の
ぶ
ひ
と
）
親
王
、
十
年
後
の

大
正
四
年
十
二
月
に
崇
仁
親
王
も
誕
生
）
。

そ
こ
で
、
裕
仁
親
王
と
薙
仁
親
王
は
、

お
誕
生
直
後
か
ら
明
治
天
皇
の
信
任
篤
い

川
村
純
義
伯
爵
に
預
け
ら
れ
た
が
、
川
村

の
逝
去
に
よ
り
青
山
の
皇
孫
御
殿
へ
戻
ら

れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
、
両
親
王
の

御
養
育
に
あ
た
っ
た
の
は
、
東
宮
侍
従
長

申
素
餐
哀

一
錦
華

は
S
S
別
格
削

の
木
戸
孝
正
　
（
孝
允

の
養
子
）
　
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
丸
尾

は
有
栖
川
宮
威
仁
親

王
と
同
妃
と
に
従
っ

て
ド
イ
ツ
皇
太
子
の

結
婚
式
に
参
列
し
、

イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン

ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ

ル
ギ
ー
お
よ
び
イ
ギ

リ
ス
を
訪
ね
、
各
国
の
教
育
状
況
を
視
察

し
て
い
る
。
そ
し
て
帰
国
す
る
と
、
翌
三

十
九
年
九
月
（
日
露
戦
争
直
後
）
、
木
戸
に

代
わ
り
丸
尾
が
皇
孫
（
両
親
王
）
　
の
　
「
御

養
育
掛
長
」
に
任
命
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、
丸
尾
が
懸
命
に
奉
仕
し
た

事
績
は
、
宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』

（
東
京
書
籍
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
刊
行
、

全
十
八
冊
）
　
の
第
一
に
、
か
な
り
詳
し
く

記
録
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
原
文
抄
出
稿
は
、

H
p
か
ん
せ
い
P
L
A
Z
A
に
掲
載
）
。

た
と
え
ば
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
）
　
六
月
、
皇
孫
裕
仁
親
王
　
（
5
）
が
同

令
の
　
「
御
相
手
」
と
遊
び
な
が
ら
覚
え
ら

れ
た
「
此
ヤ
ツ
」
　
「
ヤ
イ
」
　
「
ウ
ン
」
な
ど

の
乱
暴
な
言
葉
使
い
を
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、
丸
尾
（
㈱
）
が
、
「
御
使
用
を
慎
む

べ
き
旨
を
言
上
」
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ

直
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
翌
四
十
年
正
月
、

丸
尾
ら
が
ご
注
意
申
し
上
げ
た
時
は
「
暫

く
御
こ
ら
へ
　
（
我
慢
）
あ
そ
ば
し
て
御
聞

き
」
　
に
な
る
よ
う
言
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
四

月
、
学
習
院
初
等
科
に
入
学
さ
れ
た
裕
仁

親
王
に
対
し
、
丸
尾
は
折
に
触
れ
て
「
水

戸
光
図
を
題
材
と
し
て
訓
話
」
（
翌
四
十
二

年
三
月
）
、
「
教
育
勅
語
に
関
す
る
訓
話
」

（
翌
四
十
三
年
正
月
）
、
「
前
九
年
前
三
年

の
役
の
小
話
」
（
同
年
八
月
）
な
ど
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
「
海
軍
将
旗
」
や
「
世
界

一
周
双
六
」
　
の
お
相
手
を
し
た
り
（
同
四

十
一
年
十
月
、
同
四
十
三
年
正
月
）
、
ご
幼

少
時
か
ら
興
味
を
持
た
れ
た
昆
虫
の
勉
学

に
資
す
る
た
め
、
岐
阜
市
か
ら
「
名
和
昆

虫
研
究
西
の
名
和
靖
所
長
（
5
3
）
を
招

く
（
同
四
十
三
年
十
二
月
）
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
の
御
養
育

態
度
は
、
相
当
に
厳
し
か
っ
た
。

『
実
録
』
に
は
第
三
年
級
の
三
学
期
末

（
同
四
十
四
年
三
月
）
、
裕
仁
親
王
（
1
0
）

に
対
し
て
、
丸
尾
が
『
大
学
』
の
一
節
「
身

を
修
む
る
を
以
て
本
と
為
す
」
　
の
講
話
を

す
る
の
み
な
ら
ず
、
「
御
成
長
に
伴
ひ
‥
“

御
出
入
・
御
食
事
な
ど
の
際
の
御
行
儀
の

こ
と
な
ど
、
種
々
訓
戒
」
を
申
し
上
げ
た

と
あ
る
。
し
か
も
、
た
と
え
ば
、
庭
遊
び

で
夢
中
に
な
っ
て
帰
り
が
遅
く
な
ら
れ
る

と
、
「
時
間
を
お
忘
れ
に
な
る
と
は
何
事
で

す
か
。
う
ち
へ
お
入
れ
し
ま
せ
ん
」
と
叱

り
、
し
ば
ら
く
仁
王
立
ち
し
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
　
（
河
瀬
弘
至
氏
『
孤
高
の
母
后

貞
明
皇
后
』
（
産
経
新
聞
社
、
平
成
三
十
年
）

皇
子
御
養
育
掛
長
か
ら
宮
中
顧
問
官
に

明
治
四
十
五
年
（
一
九
二
一
）
七
月
三

十
日
、
天
皇
（
0
0
）
が
崩
御
さ
れ
、
直
ち

に
皇
太
子
（
3
3
）
が
践
所
し
て
大
正
天
皇

と
な
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
丸
尾
は
「
皇

孫
御
養
育
掛
長
」
に
任
じ
ら
れ
、
一
ケ
月

半
後
の
九
月
十
四
日
、
先
帝
の
大
葬
儀
に

参
列
し
た
。
そ
の
夜
、
陸
軍
大
将
（
前
学

習
院
長
）
乃
木
希
典
（
6
3
）
は
静
子
夫
人

と
自
刃
し
た
が
、
翌
日
、
丸
尾
か
ら
「
自

刃
の
旨
」
と
「
辞
世
（
遺
詠
）
」
を
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
、
裕
仁
親
王
は
「
御
落
涙
」

さ
れ
た
と
い
う
（
『
実
録
』
）

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
皇
嗣
（
皇
位
継
承

者
）
　
の
裕
仁
親
王
と
、
弟
君
の
薙
仁
“
宣

仁
両
親
王
と
は
、
「
御
殿
を
別
」
と
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
丸
尾
は
双

方
の
連
絡
役
も
務
め
て
い
る
。
京
都
へ
修

学
で
行
啓
の
際
に
は
、
大
覚
寺
で
「
南
北

朝
和
睦
の
話
」
を
申
し
上
げ
て
い
る
（
大

正
二
年
四
月
二
日
）
。

さ
ら
に
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
春
、

裕
仁
親
王
（
1
3
）
が
学
習
院
初
等
科
を
卒

業
さ
れ
、
特
設
の
「
東
宮
御
学
問
所
」
（
七

年
制
）
　
へ
進
ま
れ
た
の
で
、
丸
尾
は
御
養

育
の
侍
育
官
長
を
辞
し
「
宮
中
顧
問
官
」

を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
東
宮
教
育
に
直
接
関
与
す

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
以
後
十
年
近

く
折
あ
る
ご
と
に
参
殿
し
て
、
皇
太
子
と

親
し
く
「
御
歓
談
」
　
に
及
び
「
御
陪
食
」

も
賜
っ
て
い
る
。

こ
の
丸
尾
は
今
か
ら
丁
度
百
年
前
の
大

正
十
四
年
五
月
四
日
、
満
六
十
九
歳
で
他

界
し
た
。
杉
浦
令
策
氏
の
寄
稿
文
に
よ
れ

ば
、
「
晩
年
の
父
は
、
仏
道
に
関
心
を
持
ち
、

ま
た
好
き
な
囲
碁
・
撞
球
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
）

を
楽
し
ん
で
暮
ら
し
・
“
・
赤
坂
離
宮
の

見
え
る
紀
尾
井
町
の
家
で
静
か
に
そ
の
生

涯
を
閉
じ
」
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
心
境
と
信
条
は
、
大
玉
十
三
年

（
甲
子
）
揮
竃
の
「
澄
心
静
慮
」
（
心
を
澄

ま
し
て
静
か
に
慮
る
）
　
に
よ
く
表
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
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本
会
の
前
会
長
山
口
三
男
氏
が
、
闘
病

中
の
一
月
三
十
日
午
後
十
一
時
過
ぎ
、
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
満
7
8
歳
で
し
た
。

山
口
氏
は
平
成
二
十
三
年
に
後
藤
悦
男

氏
の
後
を
継
い
で
第
七
代
会
長
に
就
任
し
、

平
成
三
十
一
年
ま
で
の
九
年
間
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
、
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

岐
阜
県
教
育
懇
話
会
役
員
一
同

令
和
七
年
二
月
二
日

山
口
三
男
前
会
長
を
偲
ぶ

後
藤
童
嘉

山
口
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
、

垂
井
町
に
生
ま
れ
、
東
京
五
輪
の
時
、
中

央
大
学
法
学
部
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
慶
応
大
学
大
学
院
に
進
み
、
中
村

菊
男
教
授
の
指
導
の
下
、
「
G
H
Q
の
神
道

指
令
」
を
研
究
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
日
本
の
国
は
天
皇
に
よ

る
君
主
制
民
主
主
義
国
家
と
考
え
て
み
え

ま
し
た
。
明
治
維
新
は
幕
末
の
志
士
た
ち

が
国
際
社
会
で
独
立
国
家
と
し
て
生
き
延

び
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
。
開
国
を
し

て
、
文
明
開
化
“
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業

を
推
進
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
米
国
と

の
戦
争
は
、
そ
の
反
日
政
策
と
経
済
制
裁

で
開
戦
に
追
い
込
ま
れ
て
起
き
た
。
終
戦

は
、
昭
和
天
皇
の
御
聖
断
と
国
民
が
承
詔

必
謹
を
守
っ
た
お
か
げ
で
、
戦
後
、
経
済

は
復
興
し
た
が
、
復
興
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
い
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
外
交
と
政
治
に
志
を
も
ち
、
法
律
学

を
志
し
た
と
も
述
べ
て
み
え
ま
し
た
。

ま
た
、
五
箇
条
の
御
誓
文
は
、
天
皇
が

神
様
や
御
先
祖
に
誓
わ
れ
た
も
の
で
、
昭

和
二
十
一
年
正
月
、
昭
和
天
皇
が
漠
発
さ

れ
た
勅
語
は
、
五
箇
条
の
御
誓
文
を
示
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
明
治

維
新
の
精
神
で
祖
国
復
興
の
先
頭
に
立
た

れ
た
の
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

卒
業
後
、
郷
里
に
帰
り
、
林
業
を
手
伝

わ
れ
た
の
は
親
孝
行
の
た
め
で
し
た
が
、

三
十
九
歳
で
、
念
願
の
政
界
進
出
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。
県
議
を
九
年
務
め
、
そ
の

間
、
教
育
が
大
切
だ
と
し
て
益
田
郡
の
米

野
議
員
や
高
校
の
恩
師
稲
川
先
生
と
協
力

を
し
て
、
小
中
学
校
で
愛
国
心
と
国
旗
・

国
歌
の
指
導
を
し
っ
か
り
し
、
学
校
行
事

に
国
旗
を
掲
げ
る
こ
と
、
道
徳
教
育
を
充

実
し
、
学
力
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
県
下

の
教
育
の
改
革
を
求
め
ら
れ
、
教
育
基
本

法
に
愛
国
心
を
育
て
る
文
言
を
入
れ
る
こ

と
を
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

折
口
信
夫
は
、
日
本
に
は
古
来
〝
ま
れ

び
と
〟
が
来
て
、
集
落
や
個
人
に
幸
福
を

も
た
ら
す
と
い
う
信
仰
が
あ
り
、
そ
れ
を

神
様
と
し
て
き
た
が
、
私
に
と
っ
て
山
口

さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
事
を
も
た
ら
し
て
く

れ
た
大
切
な
存
在
で
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
の
山
口
さ
ん
の
ご
厚
情

に
感
謝
を
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

先
輩
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す

橋
本
秀
雄

山
口
前
会
長
は
、
私
の
高
等
学
校
の
二

級
先
輩
で
し
た
。
高
校
を
卒
業
さ
れ
、
サ

ー
ク
ル
の
O
B
会
で
お
目
に
か
か
っ
た
の

が
最
初
で
し
た
。
慶
応
大
学
大
学
院
を
出

ら
れ
、
大
垣
の
矢
橋
林
業
に
務
め
て
お
ら

れ
る
頃
で
、
笑
顔
と
滑
ら
か
な
弁
舌
が
印

象
的
で
し
た
。

大
学
院
で
育
ん
だ
志
か
ら
、
政
界
に
入

ら
れ
ま
し
た
が
、
政
治
的
に
は
リ
ベ
ラ
ル

と
保
守
の
両
面
を
も
つ
実
務
派
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
政
界
を
引
退
し
て

か
ら
、
い
く
つ
か
の
会
社
に
務
め
、
調
整

役
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
、
先
輩
に
会
長
就
任
を

受
け
て
い
た
だ
け
、
会
員
増
加
な
ど
の
課

題
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
力

不
足
で
、
十
分
な
お
力
に
な
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
を
、
私
が
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
育
成
と

い
う
教
育
の
本
筋
を
見
失
わ
な
い
よ
う
、

本
会
の
役
割
を
発
揮
す
べ
く
、
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
、
山
口
前
会
長
の
霊
前
に
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
二
月
四
日
記
）

詩
風
烈
風
　
小
中
学
校
の
保
護
者
か
ら
、

給
食
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
管
理
栄
養
士
さ
ん
の
栄
養
価
確

保
の
奮
闘
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
の
給
食

は
貧
弱
に
な
っ
て
い
る
と
。
決
め
ら
れ
た

給
食
費
で
は
物
価
高
騰
に
耐
え
ら
れ
な
い

の
で
す
▼
お
役
所
の
食
育
の
掛
け
声
は
ど

こ
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
子
供
に
と
っ

て
給
食
は
、
学
校
生
活
の
な
か
で
は
大
事

な
楽
し
み
の
は
ず
で
す
。
家
庭
の
食
卓
に

は
見
ら
れ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

今
、
子
供
た
ち
は
不
満
を
口
に
す
る
こ
と

な
く
給
食
時
間
を
待
っ
て
い
ま
す
。
不
欄

と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
▼
学
校
給

食
は
、
欠
食
児
童
と
い
っ
て
、
昼
食
時
間

に
な
る
と
教
室
を
出
て
片
隅
で
友
達
の
昼

食
が
終
わ
る
の
を
待
っ
た
子
が
い
た
頃
に

始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
一
旦
一
一
度
の
食

事
の
う
ち
一
回
だ
け
で
も
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
捷
供
し
な
け
れ
ば
、
と
の
思

い
で
人
生
を
給
食
に
注
い
だ
文
部
省
の
高

官
が
い
て
、
当
時
、
珍
し
い
マ
カ
ロ
ニ
を

給
食
に
導
入
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
要
請

を
受
け
た
会
社
の
社
長
が
、
子
会
社
の
マ

カ
ロ
ニ
製
造
会
社
の
課
長
に
そ
の
採
算
を

聞
く
と
、
赤
字
で
無
理
と
の
回
答
で
し
た
。

社
長
は
即
座
に
言
い
ま
し
た
。
「
子
供
の
た

め
だ
I
L
と
。
そ
の
結
果
、
給
食
に
マ
カ

ロ
ニ
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
長

は
現
上
皇
后
様
の
父
君
で
す
。
天
皇
陛
下

の
周
り
は
、
国
民
に
寄
り
添
い
、
人
々
と

共
に
、
と
の
心
が
生
き
て
い
ま
す
。
Y


